
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月末のメモリアルデーが過ぎると、短いカラマズーの夏が始まります。長くて寒

い冬に耐えてきたカラマズーの人々にとって、夏はとても特別な季節。今週末はゆ

っくり家で寝坊しよう、なんてもったいない！日中はカラッとして朝夕は涼しく、避

暑地のような天気が続くカラマズーでは毎週末のようにダウンタウンでイベントが

開かれます。 

 

 

 

 

 

 

 

Message from Kzoo へようこそ！ 
レポーターの Azusa Obata Hayter です。 

 

沼津市の姉妹都市である、米国ミシガン州カラマズー市から、 

現地の様子を紹介するコーナーです。 

高校在学中に姉妹都市提携を通じて一年間カラマズー市へ留学を経験してからすっかり気に

入り、その後カラマズーの大学を卒業後、2012 年 8 月に同市へ戻り、現在はミシガン州デトロ

イトに在住しています。 

異国の地では慣れないことも、苦労したこともたくさんありますが、それでもカラマズーが

大好きな理由は、住みやすさ、治安の良さはもとより、出会った温かい人々の存在です。 

このコーナーを通じて、現地の様子を紹介させていただき、より多くの皆さんに姉妹都市交

流について、興味をもっていただければ幸いです。 

 今回は、毎年開かれる数々のサマーフェス

ティバルのキックオフ的存在である、Greek 

Festivalの様子をお伝えします。 

会場はダウンタウンの一角にあるフェス

ティバルスペースで木曜日から土曜日まで３

日間行われます。今年もたくさんの人が訪れ

ました。 
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   グリークとは英語でギリシャ風の、

という意味です。カラマズーでは誰もが

知っているグリークレストラン、

Theo&Stacy's が毎年主催しています。

レストランオーナーである Phyllis さん

と Tessie さん。 実は私がハイスクー

ル留学時代から通っていたレストラン

で、いつも温かく迎えてくれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



日が落ちるとステージの上では

様々なバンドによるパフォーマンス

が連夜繰り広げられます。この日は

最終日でもあり、たくさんの人が押

し寄せました。 

夕暮れになると、ディナータイム！ギリシャ料理を求めて多くの人が列を作ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私も列に並んで注文したのがこち

ら、pastitsio
パ ス テ ィ チ オ

（ギリシャ風ラザニア）,

とGryo
ギ ロ

 meat
ミ ー ト

（羊肉のスライス）のコ

ンボディナー。となりは有名な

Original Gryo（羊肉のスライスを玉

ねぎやトマトと一緒にピタパンに挟ん

だサンドイッチ）、そしてデザートの

Baklava
バ ク ラ バ

（ハチミツがかかった三角形

のナッツ入りパイ）です。 

 

 

 

 

 

これから食事にむかうカップル達

も待ちきれない様子！



実はこの日売り切れてしまったMousaka
ム サ カ

（ナスとポテトの入ったギリシャ風ラザニ

ア）を求めて翌日 Theo&Stacy'sへ。ギリシャ風サラダと合わせて美味しくいただ

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

来年は４０周年を迎えるグリークフェスティバル。 

ますますの盛り上がりが期待されます！ 


